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（1.1） 2＝ 3＋ ＋
を考える。ただし，議論を簡単にするために，ここでは , に次の条件をつける。
（1.2） ＝ 3 / 27＋ 2/4
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の類数は１であることはよく知られているので1）， の任意の左イデアルは ， と
いう形で表される。また，任意の既約左イデアル に対して，N ＝p なる素数 が存在す
ることがわかる。ここで，N は左イデアルに対するノルムである。
を 6 を割らない素数とし， 上にあるシンボルを定義しよう。 を を割る既約左イデ
アルとすると，
（1.5） ＝(p)
である。ここで， は － なる対応による の像で， も既約左イデアルである。ま
た， は
0
0 から生成されるイデアルである。 ， ＋ ＝－
1, － ＝1,
＝－ に同型な元を とおくことにする。 ＝ det とし， に対応する
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それでは， の元 に対して， を定義しよう。群 は， , ,
0 1
0 によって生成






1 0 の積で定義できる。また， の同型によって に対応す
る群を とすると，与えられた同型によって の元 に対して， ＝ （ は に対
応する の元），と定義してやれば， の元に対して， を定義できる。そのとき，次
─ ─54
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の定理が成り立つ。
定理1.2 任意の における既約左イデアル に対して， は の表現である。
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, ｚ/ ｚ *）,と同型になる。さらに，
, 03 mod , 0 ｚ/ ｚ * ,が恒等写像になることと が恒等写像になることは
同値になる。
以上で定義（1.8）のシンボルの値が /ｑの分解法則を与えてくれることがわかった。
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おわりに
平方剰余の相互法則のときのようなガウス和を考えれば（1.9）で定義したシンボルの相
互法則の証明がうまくいく可能性は高いと思われる。また，ガウスが考えた平方剰余の相
互法則の７つの証明のように多角的に証明を捉えることができれば，一般の非可換相互法
則の突破口が見つかるかもしれない。
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